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人
事
異
動

部
長
級

▼
消
防
長　

江
幡
光
陽

課
長
級

▼
町
民
協
働
課
長　

石
﨑
浩　

▼
社
会
福

祉
課
長　

渡
辺
訓　

▼
保
険
課
長　

篠
原

明
浩　

▼
健
康
増
進
課
長
兼
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
施
設
長　

桃
井
雅
和　

▼
道
路
建

設
課
長　

東
ヶ
崎
馨　

▼
下
水
道
課
長　

海
老
沢
純　

▼
水
道
課
長　

藤
枝
雅
彦　

▼
学
校
教
育
課
長　

本
多
英
男　

▼
学
校

給
食
共
同
調
理
場
長　

東
ヶ
﨑
祐
司　

▼

消
防
本
部　

消
防
次
長
兼
総
務
課
長　

中

山
勝
典　

▼
消
防
本
部　

消
防
署
長
兼
警

防
課
長　

斉
藤
博
史　

▼
消
防
本
部　

予

防
課
長　

海
老
澤
友
一

退
職
者

▼
塙
隆
一
（
消
防
長
）　

▼
中
根
友
子
（
社

会
福
祉
課
長
）　

▼
藤
井
春
久
（
水
道
課

長
）　

▼
中
村
佐
多
子
（
税
務
課　

課
長

補
佐
）　

▼
鮎
沢
栄
一
（
水
道
課　

課
長

補
佐
）　

▼
安
村
雅
之
（
生
涯
学
習
課　

課
長
補
佐
）　

▼
茂
垣
智
子
（
学
校
教
育

課　

主
任
教
諭
）　

▼
木
村
薫
（
消
防
本

部　

消
防
司
令
）　

▼
小
川
淳
一
（
道
路

建
設
課　

係
長
）　

▼
小
倉
和
子
（
学
校

教
育
課　

技
査
）　

▼
郡
司
美
智
子
（
生

涯
学
習
課　

主
幹
）　

▼
青
木
勇
輔
（
財

政
課　

技
幹
）　

▼
斉
藤
瑛
梨
（
健
康
増

進
課　

技
幹
）　

▼
秋
葉
健
（
保
険
課　

主
事
）

新
規
採
用
者

▼
金
生
優
涼
（
総
務
課
）　

▼
加
藤
里
紗

（
税
務
課
）　

▼
人
見
遼
（
税
務
課
）　

▼

宮
崎
莉
菜
（
こ
ど
も
課
）　

▼
杉
山
真
菜

実
（
保
険
課
）　

▼
髙
橋
久
美
子
（
農
業

政
策
課
）　

▼
宮
本
歩
実
（
町
民
課
）　

▼

川
上
新
太
郎
（
み
ど
り
環
境
課
）　

▼
野

原
祐
哉
（
道
路
建
設
課
）　

▼
宮
本
碧
海

（
下
水
道
課
）　

▼
泉
谷
洸
希
（
水
道
課
）

▼
今
野
綾
香
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）　

▼
鎌
田
綾
香
（
健
康
増
進
課
）　

▼
清
水

梨
花
（
学
校
教
育
課
）　

▼
長
谷
川
諒
（
消

防
本
部
）　

▼
生
田
目
慎
吾
（
消
防
本
部
）

▼
早
船
舜
也
（
消
防
本
部
）

平
成
31
年

人
事
異
動

４
月
１
日
付
茨
城
町
職
員
の
異
動
・
退
職
お
よ
び
新
規
採
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
問
合
せ
先
】
総
務
課　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
５
（
直
通
）

14
人
（
平
成
31
年
３
月
31
日
付
）

（　

）
内
は
所
属
名

17
人　
（　

）
内
は
所
属
名

健康増進課（保健センタ
ー）5月のお知らせ

日   曜日 事　業　名 
受付時間

8

〃

12

14

16

28

水

〃

日

火

木

火

健康相談

8～9か月児育児相談

パパママ教室(予約制
）

1歳6か月児健康診査

5歳児健康診査

3歳児健康診査

９:00～11:30

9:45～10:00

10:00～10:30

13:00～13:30

13:00～13:30

13:00～13:30

　

新
年
度
を
迎
え
、
新
社
会
人
を
は
じ

め
転
職
や
異
動
な
ど
、
新
し
い
環
境
で

仕
事
を
始
め
る
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
心
機
一
転「
よ
し
頑
張
る
ぞ
！
」と

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
い
て
く
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
大
型
連
休
過
ぎ
頃
か
ら
、
に

わ
か
に「
や
る
気
が
で
な
い
」な
ど
の
症

状
が
現
れ
る
人
が
い
ま
す
。
俗
に
い
う

「
五
月
病
（
適
応
障
害
・
軽
度
の
う
つ

等
）」
で
す
。

五
月
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

多
く
は
一
過
性
の
症
状
で
あ
り「
心
の

風
邪
」と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
適
度
な

休
息
な
ど
で
改
善
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
会
社
や
仕
事
が
苦
痛
に
感
じ

る
な
ど
、
仕
事
に
支
障
が
で
る
よ
う
な

場
合
は
、
早
め
に
専
門
の
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
原
因

　

暫
新
し
い
環
境
に
つ
い
て
い
け
な
い
。

　

暫
新
し
い
人
間
関
係
を
う
ま
く
築
け

な
い
。

　

暫
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
埋
め

ら
れ
な
い
。

　

暫
入
社
が
一
つ
の
ゴ
ー
ル
と
な
っ
て

し
ま
い
、
次
の
目
標
を
失
う
。

●
症
状　

　

暫
や
る
気
が
起
き
な
い

　

暫
体
が
だ
る
い

　

暫
思
考
力
・
集
中
力
の
低
下

　

暫
食
欲
低
下

　

暫
頭
痛
・
腹
痛

　

暫
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考
に
な
る

五
月
病
に
な
り
や
す
い
タ
イ
プ

　

暫
生
真
面
目
・
几
帳
面
・
責
任
感
の

強
い
人

　

暫
転
職
、
離
別
、
結
婚
、
出
産
な
ど

生
活
に
変
化
が
あ
っ
た
人

五
月
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

暫
会
話
・
運
動
で
ス
ト
レ
ス
解
消

　

家
族
や
友
達
と
の
会
話
を
楽
し
む
。

手
軽
な
運
動
も
効
果
的
。

　

暫
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

 

「
主
食
・
副
菜
・
主
菜
」
を
組
み
合

わ
せ
る
。

　

暫
質
の
良
い
睡
眠　

起
床･

就
寝
の
生

活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
。

　

暫
十
分
な
休
養　

休
日
な
ど
は
、
自

分
の
好
き
な
こ
と
に
時
間
を
費
や

し
、
仕
事
の
こ
と
は
忘
れ
る
。

　

五
月
は
風
も
暖
か
く
、
と
て
も
過
ご

し
や
す
い
季
節
で
す
。
気
持
ち
の
い
い
時

期
を
落
ち
込
ん
で
過
ご
す
の
で
は
な
く
、

さ
わ
や
か
な
風
と
緑
を
感
じ
な
が
ら
、
心

と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】　

健
康
増
進
課

☎
０
２
９（
２
４
０
）７
１
３
４（
直
通
）

未
然
に
防
ぐ
「
五
月
病
」

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス
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還
付
金
詐
欺
と
は
？

　

公
的
機
関
の
職
員
を
装
っ
た
電
話

が
か
か
っ
て
き
て
、
あ
た
か
も
お
金

が
戻
っ
て
く
る
か
の
よ
う
な
言
葉
で

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
い
出
さ
れ
、
指
示
を
受

け
な
が
ら
操
作
す
る
う
ち
に
犯
人
の

口
座
に
お
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま

う
。
こ
れ
を
還
付
金
詐
欺
と
言
い
ま

す
。
犯
人
は
巧
み
な
言
葉
で
私
た
ち

の
心
の
隙
を
突
い
て
き
ま
す
。
だ
ま

さ
れ
な
い
た
め
に
、
犯
人
が
ど
の
よ

う
な
言
葉
を
使
う
か
を
知
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

だ
ま
し
言
葉
そ
の
１

「
〇
〇
町
役
場
で
す
が
保
険
料
の
払

い
戻
し
の
件
で
お
電
話
し
ま
し
た
」

●
ま
ず
は
警
戒
心
を
持
っ
て
！

　

公
的
機
関
を
名
乗
る
相
手
で
も
、

お
金
の
話
が
出
た
ら
詐
欺
を
疑
い
ま

し
ょ
う
。「
お
金
が
戻
る
」と
言
わ

れ
、
難
し
い
言
葉
で
説
明
さ
れ
る
と

信
じ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ
れ

が
犯
人
た
ち
の
狙
い
で
す
。

注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

●
役
所
の
医
療
保
険
担
当
部
署
や
税

務
担
当
部
署
、
年
金
事
務
所
な
ど

を
装
い
ま
す
。

●
「
す
で
に
郵
送
で
連
絡
し
た
」
な

ど
と
、
こ
ち
ら
に
落
ち
度
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
せ
、
犯
人
の
ペ
ー
ス

に
巻
き
込
も
う
と
し
ま
す
。

●
「
折
り
返
し
〇
〇
課
に
お
電
話
く

だ
さ
い
」
な
ど
と
か
け
直
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
で
信
用
さ
せ
よ
う
と
し

ま
す
。

だ
ま
し
言
葉
そ
の
２

「
携
帯
電
話
を
持
っ
て
、
今
す
ぐ
Ａ

Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」

●
ま
だ
間
に
合
う
！　

早
く
気
づ
い

て
！　
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
が
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
使
っ
て
還
付
金
を
払
い
戻
す

こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

●
携
帯
電
話
の
有
無
を
聞
か
れ
る
。

●
「
銀
行
は
混
ん
で
い
る
の
で
」
と

コ
ン
ビ
ニ
や
無
人
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
指
定

さ
れ
る
。

だ
ま
し
言
葉
そ
の
３

「
私
の
説
明
す
る
と
お
り
に
操
作
し

て
く
だ
さ
い
。
間
違
え
る
と
手
続
き

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
」

●
こ
れ
以
上
は
危
険
！「
間
違
え
た
ら

エ
ラ
ー
に
な
る
の
で
お
金
が
戻
ら
な

い
」な
ど
と
緊
張
感
を
あ
た
え
て
、

入
力
作
業
に
集
中
さ
せ
ま
す
。

注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

●
残
高
を
指
示
す
る
際
、
金
額
を
言
う

の
で
は
な
く
、
端
か
ら
順
に
数
字
を

読
み
上
げ
る
よ
う
指
示
さ
れ
ま
す
。

●
「
エ
ラ
ー
が
出
て
確
認
が
出
来
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
再
度

確
認
し
ま
す
の
で
、
〇
〇
円
を
一

度
こ
ち
ら
に
振
り
込
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
か
。
振
り
込
ん
だ
額
は
、

後
ほ
ど
還
付
金
と
合
わ
せ
て
お
返

し
し
ま
す
。」と
言
っ
て
現
金
を
振

り
込
ま
せ
、
そ
の
ま
ま
連
絡
を
絶

つ
と
い
う
手
口
で
す
。

　

還
付
金
詐
欺
の
被
害
に
あ
っ
た
人

の
多
く
は
「
自
分
は
大
丈
夫
だ
と

思
っ
て
い
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
！

　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
正
午
／
午
後
１
時
〜
４
時

【
問
合
せ
先
】

茨
城
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９（
２
９
１
）１
６
９
０（
直
通
）

消費生活
センター

還
付
金
詐
欺　

こ
ん
な
言
葉
に

だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

○
小
松
菜
の
花
の
蕾
を
ゆ
で
こ
ぼ
す
シ

ン
ク
に
広
が
る
若
草
の
色

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

煙
気
が
つ
け
ば
つ
ば
め
の
糞
の
納
屋
に
あ

り
早
や
も
う
来
た
か
三
月
二
十
六
日

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

煙
朝
一番
一気
に
飲
み
干
す
寒
九
の
水
五
臓

六
腑
に
し
み
わ
た
る
か
な　

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

　

千
羽
鶴
折
り
て
く
れ
た
る
旧
友
や
共

に
達
者
で
卒
寿
を
む
か
う　
　
　

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

　

閉
校
と
知
り
て
寂
し
む
ふ
る
さ
と
の

小
学
校
に
学
び
し
日
々
を

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

艶
や
か
に
裾
野
を
染
め
る
山
桜
青
嶺

の
袖
の
霞
に
抱
か
れ　

　

皆
藤　

利
通（
下
土
師
）

　

梅
が
咲
き
桜
が
咲
く
の
を
待
ち
兼
ね

て
朝
な
あ
さ
な
の
庭
の
木
々
見
る

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

名
木
の「
大
戸
の
桜
」訪
ね
れ
ば
太
古

の
姿
遺
し
て
咲
け
り　
　

　

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

　

湖
面
に
は
会
議
す
る
ご
と
鳥
溜
ま
り

き
さ
ら
ぎ
の
空
大
鷲
も
翔
ぶ　
　
　

　
　

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

坂
道
を
下
れ
ば
冬
の
田
に
群
れ
る
白

鳥
白
さ
ぎ
天
気
晴
朗　

河
野　

久
子（
網　

掛
）

（
評
）
田
口
（
す
）
さ
ん｜
養
分
豊
富
な
ふ
か
ふ
か
の

土
は
、
期
待
膨
ら
む
春
の
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
。
こ
れ

か
ら
の
野
菜
づ
く
り
が
楽
し
み
だ
。
秋
山
さ
ん
、
田
口

（
正
）
さ
ん｜

ふ
と
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
と
、
嬉
し
い

気
持
ち
に
な
る
。
自
然
と
心
や
体
が
軽
く
な
り
、
心
地

良
い
こ
の
季
節
を
待
ち
に
待
っ
た
と
い
う
方
も
、
き
っ
と

多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

（
評
）
中
島
さ
ん｜

小
松
菜
の
蕾
を
ゆ
で
た
汁
は
き
れ

い
な
若
草
色
。「
シ
ン
ク
に
広
が
る
」
で
よ
り
鮮
や
か
な

イ
メ
ー
ジ
を
呼
ぶ
。
家
事
の
忙
し
さ
の
中
に
も
春
を
喜

ぶ一瞬
が
あ
る
。
田
口
さ
ん｜

家
に
毎
年
つ
ば
め
が
や
っ

て
く
る
羨
ま
し
い
環
境
。
長
旅
か
ら
帰
っ
て
く
る
家
族

を
迎
え
る
よ
う
な
喜
び
が
伝
わ
る
。
秋
山
さ
ん｜

寒
の

九
日
目
に
飲
む
水
を
「
寒
九
の
水
」
と
言
い
、
体
に
も

良
い
ら
し
い
。
今
年一年
健
康
で
と
い
う
願
い
の
強
さ
が
、

「一気
に
飲
み
干
す
」
か
ら
伝
わ
る
。
美
味
そ
う
だ
。

○
ふ
か
ふ
か
の
畑
土
踏
み
春
菜
摘
む

　
　
　
　
　
　

田
口
す
い
子（
南
川
又
）

煙
玄
関
の
春
つ
げ
梅
の
ち
り
こ
ぼ
れ

秋
山　

禮
子（
越　

安
）

煙
土
う
か
す
虫
は
蠢
く
春
そ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　

田
口　

正
子（
南
川
又
）

　

散
る
梅
花
わ
が
身
も
岐
路
の
古
希
過
ぎ
し

　
　
　
　
　
　

海
老
澤
昭
廣（
小　

鶴
）

　

桃
の
花
か
わ
い
い
孫
と
重
な
り
て

　
　
　
　
　
　
　

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

春
く
さ
め
銭
湯
談
義
や
新
元
号

　
　
　
　
　
　
　

石
井
千
恵
子（
海
老
沢
）

　

暖
か
き
産
衣
着
せ
た
り
母
子
草

　
　
　
　
　
　
　

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

　

春
愁
の
朝
の
散
歩
は
草
の
生
え

　
　
　
　
　
　
　

萩
谷
彰
一
郎（
長　

岡
）

　

摘
草
や
日
毎
濃
く
な
る
土
手
な
り
し

　
　
　
　
　
　
　

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

辛
夷
咲
き
空
で
鳶
が
笛
を
吹
く

　
　
　
　
　
　
　

清
水　
　

操（
馬　

渡
）

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所

氏
名
明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２

　
　
　
　

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

《

》

《

》

か
ん　
く

11002019.５　広報　いばらき


